
令和２年度 事前評価点検表（内部評価） 

１ 事業概要 

事業名 大阪府貝塚警察署建替整備事業 

担当部署 大阪府警察本部総務部施設課（連絡先 06-6943-1234） 

事業箇所 
大阪府貝塚市畠中１丁目１０－１

現在地 大阪府貝塚市海塚１６７ 

事業目的 

貝塚警察署は昭和４２年に建設され、築後５３年が経過し、老朽化とともに著しい狭隘化

が進行している。また、エレベーターの設置がなく、バリアフリーに対応しておらず、公用

車駐車場及び一般来庁者駐車場も狭小であるため、効率的な警察活動や府民サービスに支障

をきたしている。

 そこで、庁舎の建替えを行うことで、これらの問題を解消し、警察署機能の充実・強化を

図るものである。

事業内容 

【 新庁舎】

建設予定地：大阪府貝塚市畠中１丁目１０－１

延床面積：約５，２００㎡

敷地面積：約３，９００㎡

【旧庁舎】

構   造：鉄筋コンクリート造 地上４階

延床面積：２，０３７．６３㎡

敷地面積：３，３５８．１７㎡

事業費 

全体事業費：約３９.１億円 

〔国：５．６億円、府：３３．５億円〕 

（内訳）設計費等 約 ２．２億円 

工事費  約３６．９億円 

【事業費の積算根拠】 

過去の警察署建替えの事業費を参考と

した概算額 

【工事費の内訳】 

新築工事費 約３０．４億円

旧庁舎撤去工事費 約 ６．５億円 

事業費の変動要因 

【今後の事業費変動要因の予測】

過去の警察署建替えの事業費を参考とした概算であり、今後、設計等を行い、事業費を精

査する。

維持管理費 約３８，０００千円 

関連事業 － 

２ 事業の必要性等に関する視点

上位計画等に 

おける位置付け 
大阪府警察施設類型別計画

優先度 

狭隘化が著しく、警察署の機能性や府民サービス面で支障が生じていることから優先度は

非常に高い。

事業を巡る 

社会経済情勢等 

警察事象の増加に対応するため、装備資機材の増強等を図っていることに加えて、捜査書

類等の保管物件も増加していることから、これらの影響を受け、警察署の狭隘化が著しく進

んでいる。

地元の協力体制等 
地元住民への説明会は、今後、事業の進捗状況に応じて行っていく。

事業の投資効果 

＜費用便益分析＞ 

または 

＜代替指標＞ 

【効果項目】 

警察庁舎整備（建替）事業に係る投資効果を分析する手法は確立されていない。 

事業効果の 

定性的分析 

（安全・安心、活力、 

快適性等の有効性） 

【効果項目】 

来庁者駐車場の拡充、エレベーターの設置、執務室の狭隘化解消等による来庁者の利便性

の向上、警察署機能の強化、勤務環境の改善

【受益者】 

府民 



３ 事業の進捗の見込みの視点 

事業段階ごとの 

進捗予定と効果 

【事業スケジュール】 
令和２年度   基本計画（基本調査含む。） 
令和３～４年度 基本設計・実施設計 
令和５～６年度 建設工事 
令和７年度   建設工事、旧庁舎撤去設計 
令和８年度   旧庁舎撤去工事 
 

完成予定年度 

 

令和８年度 

 

 

４ コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

代替手法との 
比較検討 

建替えにあたり代替手法として他施設の転用や、増築を検討したが、警察署として転用で

きる施設が見当たらず、現敷地内への増築は物理的に困難であり、また現庁舎に近くより広

い適地となる用地を確保することができたことから、費用縮減などが実現できる移転による

建替手法を採用することとした。 
 

 

５ 特記事項 

自然環境等への 

影響とその対策 

【緑化の推進】 
大阪府自然環境保全条約に定める緑化率（２０％） 

【省エネルギー等への配慮】 
省エネルギー型機器や断熱性の高い部材の使用、居室採光の十分な確保等による地球環境

保全に努める。 
 

その他特記事項 

 

－ 

 

 

６ 評価結果 

評価結果 

 

○事業実施 

 

＜判断の理由＞ 

現庁舎では効果的な警察活動や府民サービスに支障をきたしていることから、これらの問

題を解消するため、警察署の建替えにより、充実・強化を図る。 

 

以上の理由により、事業を実施する。 

 
 


